
（別紙３）

～ 2026 年　2 月   24 日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

～ 2026 年　2 月　6 日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員の支援に対するスキルアップを目指す。

世の中の動向を見据え、常に利用者にとって必要な支援を考

えていく。

2

学校や家庭を含む日々の様子から、課題点などを明確にし、

支援につなげられるようにする。また、各関係機関に弊所で

の活動を見ていただく機会を作る。

3

多機能型である強みを活かした情報提供や子育てについての

悩みや情報を共有できる「居場所・ネットワーク」としての

環境を作りたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

送迎がないというマイナス面をカバーできるだけのサービス

や支援を模索していく。また、外部に向け弊所の魅力を幅広

く発信していく。

2

通所時間までの過ごし方の工夫をお伝えしている。

地域との連携により、利用者が過ごせる場を広げていけるよ

うにしたい。

3

利用者の課題に着目したプログラムの提供、自立や就労、就職

を見据えた支援ができるところ

職員が、課題に必要な教材を手作りしている。

より良い支援提供のため、プログラムが固定化されないよう

に、常に工夫している。

関係機関との連携を大事にしている 相談支援事業所や、園、学校など関係機関とのつながりを密に

することで、本人の支援の充実が図れるようにしている。

ご家庭と情報を共有し、協力体制のもと支援ができているとこ

ろ

日々の支援に関して出来るだけ詳しく情報を提供している。

面談では課題点を多角的に捉え、課題克服の為にご家庭と共に

一緒に向き合っている。

法人内に福祉施設が複数あるため、先を見据えた今後の生活等

について具体的に話すことが出来る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

送迎対応がなく、利用に制限があること 送迎車を置くスペースがない。

一方で自立や就労に向け、公共交通機関の利用を目標にしてい

る。

学校の下校に合わせて時間調整ができないこと 多くの学校から通所があるため、個々の利用時間に応えること

が難しい。

2026 年　1 月　31 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026 年　2 月　24 日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Ｂａｓｉｃあいおん

○保護者評価実施期間
2026 年　2 月　3 日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


